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2． 診療科部門別収支計算の方法 

（１） 診療科部門別収支計算のながれ 

本調査研究は、病院全体の収益・費用の金額を、最終的に入院部門、外来部門の各診療

科単位に割り振り、診療科別収支（入院・外来ごとの診療科別収支）を把握するものであ

る。計算処理は以下のような「階梯式配賦」によって行われる。 

まず、病院の診療科や部署（病棟、外来診療室、手術室、医事課等）を、「入院部門」

「外来部門」「中央診療部門」「補助・管理部門」の 4部門に分ける。それぞれの診療科や

部署で発生した収益・費用のうち、発生した診療科や部署を直接把握できる科目について

は、当該診療科や部署にその値を直接計上する「直課」を行う。直接結びつけられない科

目は、一定の基準に基づいて各部署に配賦し、計上する。この段階を一次計上という。 

こうしてそれぞれの診療科や部署に収益・費用を計上した後、病院全体に係るサービス

を提供している「補助・管理部門」（診療管理系、運営管理系）の費用を、他の 3 部門（「入

院部門」「外来部門」「中央診療部門」）に配賦する。この段階を二次配賦という。最後に、

「中央診療部門」（手術、検査等）に計上された収益・費用を、最終的な原価計算対象で

ある「入院部門」「外来部門」の各診療科に再度配賦する。この段階を三次配賦という。

以上の経過を経て、最終的に入院・外来の診療科別収支が算出される。 

上記階梯式配賦のながれを図示すると、以下のとおりとなる。 

 

図表 2-2-1 階梯式配賦イメージ 
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図表 2-2-2 階梯式配賦の各段階における各部門収支イメージ 
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（２） 本調査研究の調査のながれ 

本調査研究での上記「階梯式配賦」の計算処理は、図表 2-2-4 の調査票を用いて実施

する。 

病院ごとに診療科別収支を算定するための調査を「一般原価調査」という。本調査研究

では、病院のレセプト電算処理システム用診療科（診療報酬請求時の診療科。以下「レセ

プト診療科」という）単位での収支を計算する。そのためにまず各病院から「レセプトデ

ータもしくは Eファイル」の提出を受け、病院のレセプト診療科を確認する。次に「部門

設定調査」で、病院の標榜診療科とレセプト診療科を紐付けると同時に、病院を構成して

いる診療科や部署（例：病棟、外来診療室、手術室、医事課等）を「入院部門」「外来部

門」「中央診療部門」「補助・管理部門」の 4 つの部門に分ける。 

これらの基礎データをもとに、病院ごとに調査票（「収支計算ファイル」「医師勤務調査」

「実施場所調査」）を作成して送付し、病院から提出されたこれらの調査票データをもと

に、階梯式配賦で入院・外来別、診療科別収支を算定する。なお、この計算過程で「補助・

管理部門」や「中央診療部門」の収益・費用を各診療科に割り振る（配賦する）際には、

それぞれの科目に対して妥当と考えられる配賦基準（患者数比率、面積比率、点数比率等）

を用いるが、特に手術、検査及び画像診断部門の費用を診療科に配賦する際には、各行為

に費やされた費用を相対化した「等価係数」という配賦基準を用いる。この「等価係数」

を作成するための調査が「特殊原価調査」という調査である。 

この「一般原価調査」「特殊原価調査」のながれを図表 2-2-3 に示す。 
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図表 2-2-3 診療科部門別収支計算のながれ 

 
 
（３） 調査種類及び調査票 

上記のとおり、本調査研究は、「一般原価調査」と「特殊原価調査」の二種類の調査か

ら構成される。「一般原価調査」は、入院・外来別、診療科別収支計算のために必要な基

礎データを収集するものであり、平成 19 年度はステップ 1～ステップ 3の三段階に分けて

実施する。また「特殊原価調査」とは、三次配賦の際に中央診療部門（手術・検査・画像

診断）の費用を各診療科に配賦する際に使用する等価係数を作成するためのものであり、

平成 19 年度は手術に限定して調査を実施する。またこの他に、病院の診療科部門別収支

の把握・利活用の状況や、本調査研究に対する意見等を調査するために、「事前調査」「事

後調査」というアンケートを実施する。平成 19 年度調査で使用した調査票は下図表のと

おりである。また、これらの調査に加えて、調査対象病院へのヒアリング調査を実施する。 

図表 2-2-4 平成19年度調査で使用した調査票と目的 

＜一般原価調査＞ 

調査ステップ 調査票名 目的 

ステップ 1 ①レセプトデータもしくはEフ

ァイル 

各病院におけるレセプト診療科を確定すると同

時に、診療科部門別収益・費用の計上、配賦時

の係数作成のための数値を収集する 

ステップ 2 ②部門設定調査 病院の標榜診療科とレセプト診療科を結びつ

収支計算ファイル 

・施設全体収支データ 

・基本情報（医師数、看護師

数、職員数、面積、給食食数

等） 

医師勤務に 

関する調査 

レセプトデータもしくは 

E ファイルの集計結果 

診療行為ごとの点数・回数 

等価係数の算出・調整 
一次計上 

二次配賦 

三次配賦 

調査票の作成 

部門設定調査結果 

標準的等価係数 

レセプトデータ 

もしくはＥファイル 

手術、検査、画像診断

の実施場所に関する

調査 
手術に関する

データ 

給与費及び薬剤・材料費に

関するデータ 

 特殊原価調査  

 一般原価調査  

入院外来ごとの 

診療科別収支計算結果 
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調査ステップ 調査票名 目的 

け、病院のその他の各部署を本調査研究のグル

ーピングにあわせて設定する 

③収支計算ファイル 当該病院全体の①医業収支及び医業外収支、②

部門情報、③基礎情報（医師数、看護師数、職

員数、面積、給食食数）を収集する 

④医師勤務に関する調査 診療科別の医師給与費の一次計上のために、診

療科別医師勤務時間の診療科部門別割合を把握

する 

ステップ 3 

⑤手術、検査、画像診断の実施

場所に関する調査 

中央診療部門の収益・費用の一次計上のために、

特掲診療料（手術、検査、画像診断）の実施場

所を把握する 

 

＜特殊原価調査＞ 

調査ステップ 調査票名 目的 

－ ①手術実態調査（手術台帳） 関与医師数、看護師数や執刀時間等の手術の基

礎データを収集する 

－ ②給与費調査 手術に関与した医師の時給データを収集する 

－ ③保険請求薬剤・材料費調査 保険請求薬剤や材料費についてのデータを収集

する 

－ ④保険請求外薬剤・材料費調査 保険請求外薬剤や材料費についてのデータを収

集する 

 

＜アンケート調査＞ 

調査ステップ 調査票名 目的 

－ ①事前調査 病院におけるシステム環境、診療科部門別収支

の算定実績やその利活用状況について確認する

－ ②事後調査 調査対象病院の作業過程の問題、計算結果に対

する評価、病院での診療科部門別収支の把握状

況を収集する 

 

 

（４） 部門設定 

部門設定とは診療科部門別収支計算での部門に当該病院固有の部門を紐付けるもので、

その基準を図表 2-2-5 に示す。 


